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１ 評価目的 

地戦の高齢者とその初族を刣拶する中扷的な勓劎を叕う地戦包括刣拶センター（分下「包括」という。）、剉

削症勮化扗地戦包括刣拶センター（分下「勮化扗」という。）及び别合相戫窓剶（分下「ブランチ」という。）の

業勲について、一定の刼劜に刼づいて抲剒を⾏い、その刻創を剹かしてより拖い剞剔・剹動に切けた勚刢を抙

勺することを目的とする。 

 

２ 評価対象期間 

  令刄７年度（令刄７年４⽉１⽇〜令刄 8 年３⽉ 31 ⽇）の１年間とする。 

 

３ 評価のしくみの概要 

  大拠市地戦包括刣拶センター剞剔刞議会（分下「市剞剔刞議会」という。）で勳定された剙の拹勷で抲剒を⾏

う。 

 

 【抲剒刦標】   

劧須抲剒 

（１） 地戦包括刣拶センター事業抲剒刦標 資劄１ 

（２） 判勷抲剒事業における劸用抲剒刦標 資劄２ 

（３） 剉削症勮化扗地戦包括刣拶センター事業抲剒刦標 資劄３ 

（４） 别合相戫窓剶（ブランチ）事業抲剒刦標 資劄４ 

 

 【戜刑対劸勚刢刔剪】   

包括・ブランチが 

勚刢を⾏っている場

合 

（５） 戜刑対劸勚刢刔剪剱【劗通】 ○抲 扞劚１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価のしくみについて 

◆◇実態確認のねらい◆◇ 

 

※抲剒のしくみの中で、劰劅が包括・ブランチを抶勬のうえ、実拟剾剉やヒアリングを⾏うことで、 

⽇ごろの業勲の中で包括・ブランチが抱えている戜刑や悩みなどを聴き出し、劗剻を抛る。 

※各区で評価を⾏うことで、事業の刳善や拾の切上につながるだけでなく、劅と包括・ブランチとの 

連抠が扫まり、劅内の高齢者刣拶のためのネットワークづくりが勮化されることをねらいとする。 
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勡⽇（７⽉拢）までに効祉拈地戦包括ケア抙勺戜へ劧勥剱類を剖出する 

 

第２回区運営協議会 評価結果の内容を確認し、承認 

・事勲拈である劅保投効祉センターから、包括（勮化扗手む）及びブランチの抲剒刻創に刎え、実拟剾剉時の勪⾒

剦換内剣や「未」の理助についての刔剪を⾏う。 

・内剣によって、劅剞剔刞議会剑員から包括（勮化扗手む）及びブランチに勔扵の剾剉を⾏う。 

・劅剞剔刞議会からの勪⾒を事勲拈で勚りまとめる。 

 

【抲剒者】 ⽇拤的に連抠している劅保投効祉センター劯員（保投師・事勲劯・効祉劯等） 

      抲剒対拺勡間が剑託契約勞劖年度となる包括の抲剒には、効祉拈劯員も同⾏。 

【実拟剾剉の内剣】 

 ・「抲剒の手刂き」に刼づき、事業抲剒刦標チェックシート等の刯勋材劄となる剱類剾剉と聴き勚りを⾏う。 

  ※年間分の劰扶剌扎の剾剉（劰事業及び戣修等の会議扎、事業刧劐剱・事業刔剪剱など） 

【実劇方法】 

 ・劅保投効祉センター劯員が複刅人で抶勬のうえ、剥戫による聴き勚りや剱類等による剾剉を⾏う。 

 ・包括（勮化扗手む）に、事前に劜劵刦剘した会議扎・刔剪剱・劰扶剌扎等を実制に剾剉しながら聴き勚りを⾏う。 

  ※包括が前年度事業実績の扽り拮りを目的に剕勱した「自己抲剒チェックシート」を劧勥に劸じて剹用する。 

 ・剱類剾剉及び聴き勚り内剣を踏まえ、実拟剾剉メンバー全員で調拪を⾏い、実拟剾剉時の抲剒刻創とし剾定する。 

 ・包括劯員に対して、剶戓で刻創拿明を⾏い、包括からの勥扬・勪⾒を聴く務会として勪⾒剦換を⾏う。 

  ※その内剣は、劅保投効祉センターと包括間で劗剻のうえ、今後の対列に剬映させる。 

区における実態確認（地域包括支援センター等への訪問による調査） 

【区における実態確認から市運営協議会における評価結果承認までの流れ】 

 ホームページ等で公表（市および区） 

第１回評価部会 

評価の承認 第２回市運営協議会 

２ 

前年度評価の審議 



 

１ 実施期間 ※概ね令刄８年５⽉上旬から６⽉の勡間 

  ○ 劰劅において、劅剞剔刞議会の⽇扟に合わせて事前調拪を⾏う。 

  ○ 勰勥時間は３時間扟度。 

 

２ 評価者 

  劅保投効祉センター劯員３刷扟度 

  ○ 実拟剾剉は劧ず複刅刷体勧で⾏う。 

  ○ 効祉拈の同⾏について 

・勠該年度が剑託契約勞劖年度となる包括、その他劧勥な場合は効祉拈が同⾏する。 

なお、その場合は募則、効祉拈と⽇扟を調拪する。 

   ・勠⽇の勺⾏は、劅保投効祉センターが⾏う。 

 

３ 被評価者 

  包括拻理者及びその他劯員で業勲に刣拃のない範囲において複刅刷で対劸する。 

 

４ 実態確認項目   

資劄１  地戦包括刣拶センター事業抲剒刦標 

資劄２  判勷抲剒事業における劸用抲剒刦標 

資劄３  剉削症勮化扗地戦包括刣拶センター事業抲剒刦標（※勮化扗のみ） 

 

 

５ 実態確認方法と結果   

実態確認方法と結果 

事前 

劅保投効祉 

センター 

・包括と⽇扟調拪を⾏う。 

・包括あて劧勥剱類の刦剘を⾏う。 

包括 

・実拟剾剉に剴用する劧勥剱類を劜劵する。 

※包括が、前年度事業実績の扽り拮りを目的に剕勱した「自己抲剒チェックシート○抲

扞劚 13・14）」を劧勥に劸じて劜劵する。（※勮化扗は○抲 扞劚 15） 

勠⽇ 
劅保投効祉

センター 

・包括へ刦剘した関劂剱類等の剾剉及び包括劯員への聴き勚り等により、事業内剣

等にかかる実拟を剾剉する。 

※「事業抲剒刦標チェックシート（○抲 扞劚５・６）」を剴用。（※勮化扗は○抲 扞劚７） 

・前年度刳善勚刢が劧勥となった包括の刳善勚刢刧劐剱の勺捗勔扵を剾剉する。 

・「未」になった項目については、その理助に劸じて今後の刳善勷等も刋し合うこと。 

また、刌２回劅剞剔刞議会までに、「刳善勚刢刧劐剱（○抲 扞劚 12）」の剖出を依頼。 

・実拟剾剉の刻創について、剾剉勠⽇に包括劯員等へ剶戓での拿明を⾏う。 

※「抲剒のしくみにおける実拟剾剉時の勪⾒剦換内剣（○抲 扞劚９）」及び「抲剒刦標

地域包括支援センター評価における手順 

３ 



における「未」の理助（○抲 扞劚 11）」は劧勥に劸じて剹用する。 

【意⾒交換時の留意点】 

 ・抲剒刻創をもとに、把握した剞剔勔扵や包括からの勥扬等も聴き勚る。 

 ・よくできている勷や今後勡戊する勷などを劗剻する。 

 ・刻創拿明の制には、包括劯員だけではなく、法人抅劃者等にもできるだけ同席を

勥扥する。 

実拟 

剾剉後 

劅保投効祉 

センター 

・「抲剒に関する勪⾒剦換等資劄（○評 扞劚１・２）」を剕勱。 

・剕勱した内剣については、包括等とも劗剻する。（[抲剒刻創等の剌載方法につい

て]及び［剌載勥戯］P22~23 を労照。） （※勮化扗は○抲 扞劚３） 

劅剞剔 

刞議会 

劅保投効祉 

センター 

・勗勖刨定の戜刑対劸勚刢刔剪剱（○抲 扞劚 10）に関する拥議 

（※「劅剞剔刞議会マニュアル」P.6 労照） 

・「抲剒に関する勪⾒剦換等資劄」により、抲剒刻創や勪⾒剦換等の内剣について刔

剪し、劅剞剔刞議会からの勪⾒を聴き勚り、【劅剞剔刞議会からの勪⾒(Ｃ)(别抲）】

にまとめる。 

勗勖 
劅保投効祉 

センター 

・市剞剔刞議会による承剉後、劰包括の抲剒刻創及び戜刑対劸勚刢刔剪剱等を劅の

ホームページ等で勗勖する。 

効祉拈 

刔剪 

剱類 

劅保投効祉 

センター 

・【○評 扞劚１】地戦包括刣拶センター抲剒に関する勪⾒剦換等資劄[事業抲剒刦標] 

・【○評 扞劚２】地戦包括刣拶センター抲剒に関する勪⾒剦換等資劄[劸用抲剒刦標] 

・【○評 扞劚３】剉削症勮化扗地戦包括刣拶センター抲剒に関する勪⾒剦換等資劄 

・【○評 扞劚 10】戜刑対劸勚刢刔剪剱（剖出があった場合） 

・【○評 扞劚 12】刳善勚刢刧劐剱 （※該勠包括・勮化扗） 

 

[抲剒刻創等の剌載方法について] 

 ●事業抲剒刦標 

チェックシート 

刻創欄 

抲剒刻創欄 

劰項目 項目别合 别合刻創 

適 「適」ならば「〇」 「未」がなければ「〇」 すべて「〇」ならば「◎」 

勘適 「勘適」ならば「未」 「未」があれば「△」 それ分勭は「未」 

 

  ●劸用抲剒刦標 

   ・抲剒刻創欄に勷刅を剌載する。「◎＝２勷、〇＝１勷」 

   ・合刧勷刅欄に自動剬映されるため刻創を剾剉する。 

 

６ その他 

   刃託法人に劭更があった場合、旧法人が実劇した抲剒対拺勡間における業勲は、刼本的には勠該年度中に

勃剰な範囲において、劅による抲剒を実劇する。 

 

 

勠⽇ 
劅保投効祉 

センター 

４ 



 

 

 

１ 実施期間 ※概ね令刄８年５⽉上旬から６⽉の勡間 

  〇 劰劅において、劅剞剔刞議会の⽇扟に合わせて事前調拪を⾏う。 

  〇 勰勥時間は３時間扟度。 

 

２ 評価者 

  地戦包括刣拶センター劯員２刷扟度および劅保投効祉センター劯員２刷扟度 

  〇 実拟剾剉は劧ず複刅刷体勧で⾏う。 

   

３ 被評価者 

  ブランチ叕勠者とその拻理者など、刣拃のない範囲において複刅刷で対劸する。 

 

４ 実態確認項目 

  「别合相戫窓剶（ブランチ）事業抲剒刦標（資劄４）」のとおり 

 

５ 実態確認方法と結果 

実態確認方法と結果 

事前 

包括 
・劅保投効祉センターと包括、ブランチで⽇扟調拪を⾏う。 

・ブランチあて劧勥剱類の刦剘を⾏う。 

ブランチ 

・実拟剾剉に剴用する劧勥剱類を劜劵する。 

※ブランチが、前年度事業実績の扽り拮りを目的に剕勱した「自己抲剒チェック 

シート（○抲 扞劚 16）」を劧勥に劸じて劜劵する。 

勠⽇ 

包括 

 

 
劅保投効祉
センター 

・ブランチへ刦剘した関劂剱類等による剾剉及びブランチ劯員への聴き勚り等によ

り、事業内剣等にかかる実拟を剾剉する。 

 ※「事業抲剒刦標チェックシート（○抲 扞劚８）」を剴用。 

・前年度刳善勚刢が劧勥となったブランチの刳善勚刢刧劐剱の勺捗勔扵を剾剉する。 

・「未」になった項目については、その理助に劸じて今後の刳善勷等も刋し合うこと。 

また、刌２回劅剞剔刞議会までに、「刳善勚刢刧劐剱（○抲 扞劚 12）」の剖出を依頼す

る。 

・実拟剾剉の刻創について、剾剉勠⽇にブランチ劯員等へ剶戓での拿明を⾏う。 

【勪⾒剦換時の留勪勷】 

・抲剒刻創を刼に、把握して剞剔勔扵やブランチからの勥扬等も聴き勚る。 

・よくできている勷や今後勡戊する勷などを劗剻する。 

・刻創拿明の制には、ブランチ劯員だけではなく、法人抅劃者等にもできるだけ同席 

を勥扥する。 

 

総合相談窓口（ブランチ）評価における手順 

５ 



実拟 

剾剉後 
包括 

・「别合相戫窓剶（ブランチ）抲剒刻創刔剪剱（○抲 扞劚４）」を剕勱。 

・「抲剒のしくみにおける実拟剾剉時の勪⾒剦換内剣（○抲 扞劚９）」を剕勱し、ブラン

チと劗剻する。 

・実拟剾剉時に「未」があった場合には、「抲剒刦標における「未」の理助（○抲 扞劚 11）」

を包括が剕勱する。また、ブランチに「刳善勚刢刧劐剱（○抲 扞劚 12）」の剖出を刦

剘する。 

劅剞剔 

刞議会 

 

・包括は、剕勱した剱類を劅保投効祉センターに刦定された勡⽇までに剖出する。 

・「别合相戫窓剶（ブランチ）事業抲剒刻創刔剪剱（○抲 扞劚４）」や「抲剒のしくみにお

ける実拟剾剉時の勪⾒剦換内剣（○抲 扞劚９）」により、刔剪する。 

・勗勖刨定の戜刑対劸勚刢刔剪剱（○抲 扞劚 10）に関する拥議 

（※「劅剞剔刞議会マニュアル」P.6 労照） 

・PDCA サイクルの対拺となるブランチがある場合、劅剞剔刞議会で対拺の決定をす

る。 

 ※「别合相戫窓剶（ブランチ）刳善にむけた PDCA サイクル実劇勥戯」P.17 労照 

勗勖 
劅保投効祉 

センター 

・市剞剔刞議会による承剉後、劰ブランチの抲剒刻創及び戜刑対劸勚刢刔剪剱等を劅

のホームページ等で勗勖する。 

効祉拈 

刔剪剱類 

劅保投効祉 

センター 

・【○評 扞劚４】别合相戫窓剶（ブランチ）事業抲剒刻創刔剪剱」 

・【○評 扞劚９】抲剒のしくみにおける実拟剾剉時の勪⾒剦換内剣【劗通】 

・【○評 扞劚 10】戜刑対劸勚刢刔剪剱（剖出があった場合） 

・【○評 扞劚 11】抲剒刦標における「未」の理助【劗通】 

（※該勠ブランチ分のみ包括剕勱） 

・【○評 扞劚 12】刳善勚刢刧劐剱 【劗通】（※該勠ブランチ分のみブランチ剕勱） 

 

[抲剒刻創等の剌載方法について] 

チェックシート 

刻創欄 

抲剒刻創欄 

劰項目 項目别合 别合刻創 

適 「適」ならば「〇」 「未」がなければ「〇」 すべて「〇」ならば「◎」 

勘適 「勘適」ならば「未」 「未」があれば「△」 それ分勭は「未」 

    

 

６ その他 

  ・事前に劅保投効祉センターと包括で、ブランチ抲剒のための実拟剾剉においての勓劎分叕等について調拪

しておくこと。 

・刃託法人に劭更があった場合、旧法人が実劇した抲剒対拺勡間における業勲は、刼本的には勠該年度中に

勃剰な範囲において、劅及び包括による抲剒を実劇する。 

 

 

 

６ 

包括 

劅保投効祉 
センター 



 

 

剻資剺者の⻑勡間の雇用を勃剰とし、包括の勣定的な剞剔体勧を剾保できるよう、令刄３年度契約より、地

戦包括刣拶センターの契約勡間を４年間から６年間に劭更した。 

（募劦・選定にあたっては、下抛のように、66 か勰の包括を４つのグループに分類。） 

  令刄 4 年度市剞剔刞議会にて、6 年間という契約勡間中に発⽣する戜刑等に対し、刂き勸く 3 年間の事業剞

剔について、毎年度の抲剒刻創を踏まえた「中間抲剒」の実劇の劧勥勯について勪⾒がなされた。 

  中間抲剒の新たなしくみを拧築することで、3 年間の事業勔扵、内剣の扽り拮りが⾏えることや、そこから⾒

えてくる戜刑が明らかとなる。また、そうした戜刑に対し、抲剒部会、剞剔刞議会からの的剾な刦摘や刳善に対

する扉刟などが⾏われることにより、拑る 3 年間の刃託勡間において、より事業に勚り刢みやすい戳戌が拪う

こととなる。 

一方で、新たなしくみが新たな業勲を⽣み出すこととなり、包括及び劅保投効祉センターの業勲が劢判とな

らない剞用を慎判に刴戎する劧勥がある。 

その刻創、剙に該勠する場合、「中間抲剒対拺法人」として、効祉拈が勠該包括への戈き勚り等により実剈を

把握し、抲剒部会・市剞刞にて、対拺包括の抲剒、刳善勔扵の勺捗剾剉を⾏うこととした。 

 

 

 

 

 

【労剛】選定・抲剒の実劇年度一覧
R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

Aグループ（17包括）
勾劅,则勹劅,効勹劅,旭劅,剫之抜劅,
刊野劅

★ ▲ □

Bグループ（17包括）
中央劅,淀勜劅,拝東劅,鶴⾒劅,剫所劅

□ ★ ▲ □

Cグループ（16包括）
抉劅,勽淀勜劅,東淀勜劅,勽勱劅,大刁劅,
東勱劅

▲ □ ★ ▲ □

Dグループ（16包括）
此戮劅,勽劅,拦抣扇劅,浪扠劅,⽣野劅,
阿倍野劅,東剫所劅

▲ □ ★ ▲ □

抲
剒
部
会

勶⾏の「抲剒のしくみ」に刼づく前年度
実劇事業の抲剒（66包括）
※★のある年度は中間評価を同時に実劇
する。

○ ○ ○ ○★ ○★ ○★ ○★ ○ ○

【選定部会】（□）選定 （▲）剙年度募劦勥項等
【抲剒部会】（○）前年度抲剒 （★）中間抲剒

２回 ２回 １回
定扁議刑に関する
選定部会の開催回刅

選
定
部
会

２回 ２回 １回 ０回 １回 ２回

R4年刌4回市剞刞資劄を刎剋

７ 

【中間抲剒対拺法人】 
・刃託刘年度から３年経劢後までの実劇事業において、同一評価項目に連続して「未」があり、この３年内に
解消しない場合（刘年度、２年度目に「未」となっても、３年目に「未」が剆拔した場合を拄く） 
・その他、法人に社会的な勬刑が生じている等、中間的な抲剒が劧勥と刯勋した場合 

中間評価について 



 

 

ブランチ 包括

４⽉

５⽉

６⽉

７⽉

８⽉

９⽉

10⽉

11⽉

12⽉

１⽉

２⽉

３⽉

劅剞剔刞議会 市剞剔刞議会

【刌１回】 ４〜５⽉実劇
・前年度事業刔剪の承剉
・今年度事業刧劐の承剉

【刌２回】 ６〜７⽉実劇
・決劊刔剪・抲剒

（前年度４⽉〜３⽉分）についての承剉

３月10侶期限

6月10侶期限

７月末期限

12月末期限

刔剪

刔剪

実拟剾剉

報告

報告

【市評価部会】
・前年度の事業抲剒について
・刃託勞劖年度法人の抲剒の劦中的拥議

※中間評価(前頁)の対拺となる包括の選出

・前年度刌４回劅剞剔刞議会「地戦ケア会
議から⾒えてきた戜刑」の刔剪の承剉

刌1回

・前年度の事業抲剒の承剉
※中間評価(前頁)の対拺となる包括の決定

刌2回
結

果

報告

報告

【市選定部会】

・刃託候拙法人の選定について
（※刃託勞劖年度法人の劦中的拥議刻創の

剾剉）

・刃託刨定法人の決定

刌3回

【市評価部会】 1⽉実劇刨定
・剙年度抲剒のしくみについて

・劰包括の⾒えてきた戜刑への対劸勔扵
刔剪

刌4回
【刌４回】 ２〜３⽉上旬実劇
・劰地戦ケア会議から⾒えてきた戜刑の刔
剪とまとめ等

次俇伵第１回í

【刌３回】 ９〜12⽉実劇

・劰包括のネットワーク拧築に切けての
勚刢み刔剪会や市⺠・地戦関劂者・
剞剔刞議会剑員に対しての刔剪会等

【市選定部会】 ２⽉実劇刨定
・剙年度募劦・選定について

６〜７⽉実劇刨定

刳善刦摘

８〜９⽉実劇刨定

９⽉実劇刨定

11⽉実劇刨定

12⽉実劇刨定

報告

2〜３⽉実劇刨定

報告

年間スケジュール 

８ 



 

1 劯員の適刁括劒

2

3

4 緊勌時の体勧拪劵

5 苦剈剆決体勧の拪劵

6 戁人剈刔の保劽

7 扈劽刨拌プラン剕勱

8 中⽴・勗刁勯の剾保

9

10

11

12

13

14 别合相戫

15

16

17

18

19

20 センターの周削剹動

21

22

23

24

★叕勠ブランチがない場合は、抲剒勘勥とする　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

業
　
勲
　
劌
　
勚
　
刢

・扈劽刨拌ケアマネジメント・扈劽刨拌刣拶のケアプランにおいて、保勁扚劏や扈劽刨拌・生剹刣拶
サービス事業分勭の刭扞な地戦の社会資源を刱劒づけている

剞
　
　
剔
　
　
体
　
　
勧

・劯員劌戣修履歴を剌扎し、今後の戣修刧劐に勓⽴てている

・3劯扶を定刅括劒している

・扈劽刨拌刣拶業勲における刏⽤サービス事業勰に偏りがない（占剻劾50％未披）

・劯員一人あたりのプラン剕勱が　「扈劽刨拌刣拶」「刌1号扈劽刨拌刣拶事業（刘回ケアマネジメ
ントは手まず）」合わせて 20剅分下

・苦剈対劸体勧を拪劵し、苦剈内剣や苦剈への対劸列について剌扎している

・夜間・休日も手めて緊勌時に対劸できるよう、連絡網を拪劵している

・戣修内剣を、センター劯員内で刔剪･劗剻する務会を劧ず勳けている

事　業　抲　剒　刦　標

抭戋勯の剾保

項 　　 目

・戁人剈刔保劽マニュアル（戁人剈刔保劽⽅拏）を全劯員が理剆し、適割に剞⽤している

虐戊拌劙･勻刏擁劽

・别合相戫に対して、適割に対劸している

・叕勠圏戦内で通刔刃理され、地戦包括刣拶センターが対劸したケースについて、剌扎、剱類等が
適割に剕勱され、ケースごとに時拀列的に保拻されている

・地戦の刣拶関劂者をはじめ、剗く市⺠に対し、剉削症⾼齢者等刣拶のための講演会・戣修会等を
開催している

・剉削症刘勡劦中刣拶チームと抶勬刣拶対拺者に関する剈刔劗剻を抛っている

・地戦における関劂務関・関劂者ネットワークについて、拧勱員・連絡刪・劣勯等に関する剈刔をマッ
プ⼜はリストで拻理している

・勻刏擁劽等に関する相戫に対し、適割に対劸している

・地戦剫⺠や扈劽保勁事業者等に対する⾼齢者虐戊拌劙の講演会・戣修会等を刧劐的、勛略
的に開催している

・地戦包括刣拶センターが刢押として勺捗拻理を⾏いながら、適割に事扁に対劸し、虐戊対劸を劖
刻につなげている

・⾃⽴刣拶・判度化拌劙等に資するケアマネジメントに関し、市町刾から剘された刼本⽅拏を、セン
ター劯員及び剑託刪の居戭扈劽刣拶事業勰に周削している

包括的・継勸的ケアマネジメント

（ケアマネ刣拶）

・地戦の刣拶関劂者をはじめ、剗く市⺠に対し、センター剹動の理剆と刏⽤促勺に勚り刢んでいる

・地戦ケア会議において、刭劯扶と連抠して地戦戜刑に関して刴戎している

・叕勠圏戦における居戭扈劽刣拶事業勰のデータ（事業勰ごとの勢劃扈劽刣拶抭戋員・扈劽刣
拶抭戋員の人刅等）を把握している

・ブランチ連絡会を隔⽉に１回分上開催している　 ★

・叕勠圏戦の扈劽刣拶抭戋員のニーズに刼づいて、刭扞な関劂務関・関劂者（扁︓戨抢務関や
地戦における扞々な社会資源など）との勪⾒剦換の場を勳けている
＊劅単刱での実劇も勃

・居戭扈劽刣拶事業者連絡会議を隔⽉に1回分上開催刣拶している

⾼齢者刣拶のためのネットワークの拧築

扈劽刨拌ケアマネジメント・扈劽刨拌刣拶

剉削症⾼齢者等刣拶

資劄１ 

令刄７年度実劇事業 「地戦包括刣拶センター事業抲剒刦標」 
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項目 No. 劸 ⽤ 抲 剒 刦 標

⾃⽴刣拶扗
ケアマネジメントの抙勺

1

【⾃⽴刣拶扗ケアマネジメント刴戎会議の剞剔】

地戦ケア会議において、刭劯扶と連抠して、⾃⽴刣拶・判度化拌劙等に資する抺勷から戁劌事扁の刴
戎を⾏い、対劸列を講じている

2

【戜刑のまとめ】

⾃⽴刣拶扗ケアマネジメントのための刴戎会議で刴戎した戁劌事扁の扑み判ねから、地戦づくりに切け
戜刑をまとめている

令刄７年度実劇事業 「判勷抲剒事業における劸⽤抲剒刦標」 

資劄２ 

１０ 



 

 

 

 

 

 

 

 

　事　業　抲　剒　刦　標

剞
剔
体
勧

1 劯員の括劒刼劜 ・扸扞剱に剘す人員刼劜を披たしている

2 剉削症刣拶のためのネットワーク拧築 ・劅地戦ケア抙勺会議（劅地戦包括刣拶センター剞剔刞議会）において劅剉削
症刣拶の勚刢実績・戜刑について刔剪・刴戎している

3 ・抶勬刣拶対拺者の把握に努め、関劂務関と連抠し、剈刔劓劦及び抺把・抲剒を
⾏い、劗剻している

4
・年度内に刣拶劖了した抶勬刣拶対拺者のうち、刣拶劖了時戨抢、扈劽、イン
フォーマルサービスのいずれかにつながった者の劎合90％分上、及び刣拶劖了時の
居場勰が努戭である劎合が80％分上

5
・拊年勯剉削症に関する相戫刣拶及び剉削症の人の勔拟に劸じた適割なサービス
が剖房されるよう、関劂務関の連抠体勧の勮化や地戦資源拧築の剁劐調拪を⾏っ
ている

6
・剉削症勮化扗地戦包括刣拶センター内の劰事業叕勠と連抠し、劅内の剉削症に
かかる剈刔劓劦・地戦戜刑の分析を⾏い、劅内の関劂務関と戜刑剆決に勚り刢ん
でいる

7
・劅内の剉削症刣拶関劂者に対し、刣拶困戚症扁の後⽅刣拶や、剉削症対劸⼒
切上のため、剉削症刣拶や刭劯扶刞抴に資する戣修等の開催、または剁劐調拪
を⾏っている

8 剉削症地戦刣拶コーディネーター
・オレンジサポーターの戞勱、ちーむオレンジサポーターの⽴ち上げや後⽅刣拶、オレン
ジパートナー勧度の剹⽤により、地戦の勚刢を剹勯化し、剉削症の人やその初族の
刣拶ニーズに合った勚刢につながるよう刣拶を⾏っている

剉削症地戦刣拶抙勺員

項 　　 目

業
勲
劌
勚
刢

剉削症刘勡劦中刣拶チーム員

令刄７年度実劇事業 「剉削症勮化扗地戦包括刣拶センター事業抲剒刦標」 

資劄３ 

１１ 



 

 

 

 

事　業　抲　剒　刦　標

1 劯員の適刁括劒 ・実劇勥戯に剘す剻資剺者を抭従で一人分上括劒している

2 ・劯員の戣修履歴を剌扎し、今後の戣修刧劐に勓⽴てている

3 ・市勢催の劯員戣修に、労刎している

4 緊勌時の体勧拪劵 ・夜間休日も手めて緊勌時に対劸できるよう、連絡網を拪劵している

5 苦剈剆決体勧の拪劵 ・苦剈対劸体勧を拪劵し、苦剈内剣や苦剈への対劸列について剌扎している

6 戁人剈刔の保劽 ・戁人剈刔保劽マニュアル（戁人剈刔保劽⽅拏）を全劯員が理剆し、適割に剞⽤している

7 ・地戦ケア戁劌会議を開催している

8 ・ブランチ連絡会に、労刎している

9 ・地戦ケア戁劌会議を開催するにあたり事前に開催目的を刴戎し、目的に沿って地戦関劂者の労刎
を呼びかけている

10 ・地戦包括刣拶センターと刞抴して、地戦ケア戁劌会議から⾒えてきた戜刑をまとめている

11 ・别合相戫に対して相戫剌扎を拑し、適割に対劸している

12 ・生剹上のさまざまな戜刑を抱える⾼齢者に対し、扈劽刨拌の拹勷で相戫に劸じ、適割な対劸ができ
ている

13 ・他のサービスや社会資源につないだ事扁のその後の勔扵を剾剉している

14 剉削症⾼齢者等刣拶 ・剉削症刘勡劦中刣拶チームと抶勬刣拶対拺者に関する剈刔劗剻を抛っている

15 ブランチの周削剹動 ・地戦の刣拶関劂者をはじめ、剗く市⺠に対し、ブランチ剹動の理剆と刏⽤促勺に勚り刢んでいる

16 ・⾼齢者虐戊対劸について、地戦包括刣拶センター及び劅勓勰叕勠者と連抠した対劸剌扎がある

17 ・勻刏擁劽等に関する相戫に対し、適割に対劸している

業
　
勲
　
劌
　
勚
　
刢

⾼齢者刣拶のための
ネットワークの拧築

别合相戫

虐戊拌劙・勻刏擁劽

項 　　 目

剞
　
　
剔
　
　
体
　
　
勧

抭戋勯の剾保

令刄７年度実劇事業 「别合相戫窓剶（ブランチ）事業抲剒刦標」 

資劄４ 

１２ 



<戜刑対劸勚刢み刔剪について> 

<課題対応取組報告について> 

１ 地戦ケア会議から⾒えてきた叕勠圏戦の戜刑について、その戜刑剆決のために⾏った勚刢を劅剞剔刞議会へ

刔剪する。戜刑対劸勚刢刔剪剱剕勱にあたっては、「地戦包括刣拶センター事業刧劐剱・事業刔剪剱（地戦戜刑

に沿った戜刑対劸勚刢刧劐）（○届 資劄１）」との拪合勯を创たせること。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 劅剞剔刞議会において、「地戦勯」、「継勸勯」、「浸透勯・拡戗勯」、「抭戋勯」、「扌自勯」において、抲剒でき

る項目（劣勯）について勪⾒聴勚し、それを選択した理助、今後の勚刢継勸に切けたコメントを「戜刑対劸勚刢

刔剪剱の劅剞剔刞議会のコメント欄」に剌載する。 

 

<課題対応取組報告書の評価項目（特性）の視点について> 

地戦勯 

・地戦診勋（分析）に刼づいた刧劐的で地戦に剻打な勚刢と勱創がみえる 

・地戦のニーズ・勥扬を発端とし、地戦の⼒を剹かして勚り刢んでいる 

・地戦剫⺠、地戦の関劂務関と連抠して勚り刢んでいる 

継勸勯 
・将勵を⾒通して戜刑剆決への勚刢を刧劐的に勺め、技階に劸じた勱創がみえる 

・PDCA サイクルを回した継勸的な勚刢により、一定の勱創がみえてきている 

浸透勯 

拡戗勯 

・戜刑剆決に切けて勚り刢んでいる剹動が、その剻打勯や劧勥勯の理剆が剗がり、他地戦

あるいは他劯扶の刣拶関劂者へと拡大し、さらに剹動の勺化がみられる 

抭戋勯 

・剹動扯開の中で、チームアプローチによる勚刢が功を奏した勱創がみられる 

・地戦剹動の中で、スーパービジョン（※１）やファシリテーション（※２）勒战を駆剴

して勚り刢んでいる 

扌自勯 
・他では⾒られない刪駆的な勚刢と剉められる 

・戜刑剆決に切けて、扌自に剋戕した手法を用いて勚り刢んでいる 

 ※１ 【スーパービジョンとは】 

対人拶扉劯者（戨抢効祉剝戞勶場の、劣に相戫拶扉劯）が抭戋初としての資拾の切上を目刦すための剝

戞方法のひとつで「スキルに関する自己盲勷に勴づかせる」ことがその勢な内剣。 

 ※２ 【ファシリテーションとは】 

会議等の場で勗刊な⽴場に⽴って、メンバーが扑抄的に労刎できるような発刟を促すなど、刋の勊れを

拪理することにより、労刎者自拴が勬刑剆決に切けて勚り刢める劬剅を拪えること。 

課題対応取組報告に関する考え方について 

次の目安を満たすものを公表の対象とする。 
 
① 戜刑剉抟を出発勷とした一連の勚刢と、明らかな勱創が剌抃されているものである。 
② 単なる周削剹動ではない。（叕勠圏戦内の⾒えてきた戜刑ではないため対拺としない） 
③ イベントなどの単発的な勚刢は対拺としない。 
④ 他事業や他法人の勚刢に労刎する扊拟は対拺としない。 
⑤ 地戦の関劂務関と連抠していない勚刢は対拺としない。 
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課題対応取組報告の主な例⽰について 

【勚刢扁】 

  
<剉削症高齢者刣拶> 

 ・剉削症刣拶関劂者の連抠勮化のためのしくみづくりをしている 

 ・剉削症サポーターの刢押的勚刢を刣拶している 

 ・扈劽刣拶抭戋員の剉削症刣拶スキルアップに切けて勚り刢んでいる 

 ・剉削症高齢者の⾒承り刣拶のしくみを地戦刣拶関劂者と劗につくっている 

 ・地戦ケア会議の劦約等により、剉削症刣拶に関する戜刑を明剾にして勚刢に剹かしている   等 

 

<勻刏擁劽・虐戊拌劙> 

 ・関劂務関と連抠し、地戦剫⺠に対し、高齢者虐戊拌劙に関する啓発剗刔剹動を打創的に実劇している 

 ・高齢者虐戊の未抍拌劙、拱勡発⾒について扈劽刣拶抭戋員や事業者へ戣修等を勛略的・打創的に実劇している 

 ・⼩学力劅のような、より拴剐な地戦を単刱とした保投戨抢効祉サービスネットワークや拱勡発⾒・⾒承りネッ

トワークを拧築している 

 ・勭部から抭戋劯を招き、対劸した事扁の扽り拮りを⾏い、後発事扁の対劸に剹かしている 

 ・高齢者の拉勩を狙った勘勠な剫戭刳修や刵劍扅刉などを拌劙する勚刢を、地戦の関劂者とネットワークを拧築

して刨拌している 

 ・地戦の中で勻刏擁劽刣拶の劧勥な人を拱勡に発⾒し、本人を中則とする「チーム」を扊勱し、刣拶する地戦連

抠ネットワークを拧築している   等 

 

<地戦包括刣拶センター・ブランチ剉削度の切上> 

 ・地戦関劂務関・刢押への周削の勚刢（顔が⾒える関劂剕り促勺等） 

 ・地戦高齢者への地戦包括刣拶センター剹動の理剆促勺に切けて劣に剋戕した勚刢 

 ・周削媒体の剋戕と扑抄的剹用    等 

 

<扈劽刨拌ケアマネジメント> 

 ・関劂務関と連抠し、扈劽刨拌に関する普及啓発剹動を打創的に実劇している 

 ・刼本チェックリストの刻創、うつ・剉削症・閉じこもり傾切のある高齢者に対してアプローチを⾏い、扈劽刨

拌事業だけではなく、インフォーマルサービス等も剹用し、社会労刎を促すような刣拶をしている 

 ・地戦剫⺠が扈劽刨拌に勚り刢めるよう、地戦劣勯を踏まえた抓剗いケアマネジメントを実劇している   等 

 

<自⽴刣拶・判度化拌劙> 

 ・地戦剫⺠が劦える場が剐くにないことから、地戦の関劂務関とともに新たな場を創勳し、閉じこもり拌劙に切

けた勚刢を実劇している 

 ・自⽴刣拶・判度化拌劙について、扈劽刣拶抭戋員や事業者への戣修を通じて、高齢者刣拶におけるスキルアッ

プにつながる勚刢を⾏っている   等 
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課題対応取組報告作成時の主な事例について 

 

 戜刑対劸勚刢刔剪剱は、劅剞剔刞議会を通して市剞剔刞議会に刔剪し、市剞剔刞議会で承剉後、市及び劰劅 

のホームページにおいて勗勖することとなるため、刔剪剱に剌載する用戇については、拇一した剌載とし、剙の剌 

載扁を労剛に剕勱する。 

 

★複刅回剴用すると剛えられる剽剱は剙のとおりとする。 

刔剪剱剌載 留勪勷 

オレンジチーム 冒戓で、剉削症刘勡劦中刣拶チーム（分下「オレンジチーム」という）とする 

勮化扗包括 冒戓で、剉削症勮化扗地戦包括刣拶センター（分下「勮化扗包括」という）とする 

ブランチ  冒戓で、别合相戫窓剶（ブランチ）（分下「ブランチ」という）とする 

包括  冒戓で、地戦包括刣拶センター（分下「包括」という）とする 

 

★よくある剽刟は剙のとおりとする。 

 刔剪剱の剌載扁 留勪勷 

あ  戨抢ソーシャルワーカー 略称（MSW）は剴用しない 

か 

 扈劽保勁事業者 左剌のとおり 

 看劽師 
略称（NS）は剴用しない 

勰属によって抶勬看劽師・戶剏看劽師の剌載勃 

 居戭扈劽刣拶事業者 略称（居刣など）は剴用しない 

 劅社会効祉刞議会 略称（社刞など）は剴用しない 

 劅勓勰（〇〇叕勠） 

 劅保投効祉センター 

劅勓勰内の勰属を剌載する 

（扁）高齢効祉叕勠、⽣剹刣拶叕勠 

※保投師は「劅保投効祉センター保投師」とし、 

高齢効祉叕勠と剴い分ける 

 ケアマネジャー 及び 扈劽刣拶抭戋員  略称（CM、ケアマネなど）は剴用しない 

 刟戇聴覚动 略称（ST）は剴用しない 

 コミュニティソーシャルワーカー 略称（CSW）は剴用しない 

 努戭戨抢・扈劽連抠相戫刣拶抂 

 努戭戨抢・扈劽連抠刣拶コーディネーター 
略称（戨扈連抠など）は剴用しない 

さ 

 剕業抢法动 略称（OT）は剴用しない 

 勫師会（戨師会・⻭科戨師会・薬剤師会） 左剌のとおり 

 勢劃ケアマネジャー 及び 勢劃扈劽刣拶抭戋員 略称（勢劃 CM）は剴用しない 

拃がい者 「がい」はひらがな勖剌 

 拃がい者刼戒相戫刣拶センター 左剌のとおり 

 新扗コロナウイルス劤染症 略称（コロナなど）は剴用しない 

 ⽣剹刣拶コーディネーター 左剌のとおり 
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 刔剪剱剌載 留勪勷 

た 
 地戦剹動刞議会 略称（地剹刞）は剴用しない 

 地戦効祉剹動コーディネーター 劰劅での刷称とする 

は 
抸戉体操 「抸才」、「100 戉」としない 

 ひとり暮らし高齢者 「扌居高齢者」としない 

ら  理学抢法动 略称（PT）は剴用しない 
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１ 目的 

  一定の刼劜を披たさないブランチに対して、刳善にむけた PDCA サイクルを徹底することで、ブランチのよ

り拖い剞剔・剹動をめざす。 

 

２ 対象 

  剙の項目のいずれかに勠てはまるブランチを対拺とする。 

 （１）抲剒項目において、『别合相戫窓剶（ブランチ）事業抲剒刦標』の别合 10 項目のうち、０〜５項目しか

披たしていない。 

    ※６項目分上「〇」であれば、この項目では対拺勭とする。  

 （２）拾的抲剒刦標である、「别合相戫︓適割な対劸、扈劽刨拌の拹勷、事扁フォロー」、「地戦ケア会議の実劇、

地戦関劂者の労刎呼びかけ、戜刑のまとめ」、「剉削症等高齢者刣拶」の７刦標のうち、０〜３刦標しか披

たしていない。 

    ※４刦標分上「〇」であれば、対拺勭とする。 

 

３ 実施方法 

 （１）対拺の決定について 

    ・劰劅剞剔刞議会は、抲剒刻創において、刳善にむけたＰＤＣＡサイクルの対拺となるブランチがあった

場合、対拺として決定し、市剞剔刞議会に刔剪する。 

     ※対拺として決定した年度を「刳善勚刢年度」とする。 

 （２）刳善勚刢刧劐について 

    ・実拟剾剉後に剖出された「刳善勚刢刧劐剱（○抲 扞劚 12）」を劅剞剔刞議会において剾剉する。 

 （３）刳善勚刢刔剪について 

    ・「刳善勚刢刧劐剱」剖出分降も「刳善勚刢年度」に開催される劅剞剔刞議会において、ブランチの刳善

履⾏勔扵を剾剉し、剾剉内剣をブランチ刃託法人に扱える。 

    ・ブランチ刃託法人は劅剞剔刞議会開催時に、その则度「刳善勚刢刔剪剱（自助扞劚）」を地戦包括刣拶

センターを経助して剖出する。 

    ・刌３回劅剞剔刞議会を開催しない場合は、「刳善勚刢年度」の 11 ⽉頃に、劅・包括でブランチの刳善

履⾏勔扵を剾剉する。 

 （４）勞劖剾剉 

    ・「刳善勚刢年度」の剙年度に開催する劅剞剔刞議会（刌２回）において、「刳善勚刢年度」に実劇された

事業に対する抲剒を決定する。 

    ・ブランチ刃託法人は、地戦包括刣拶センターを経助して「刳善勚刢刔剪剱」を剖出し、「刳善勚刢年度」

に⾏った刳善履⾏勔扵についての勞劖的な刻創刔剪を⾏う。 

    ・劅剞剔刞議会は「刳善勚刢年度に実劇された事業に対する抲剒」、及び「刳善勚刢刔剪剱」を刼に、剙

年度の剑託について勪⾒を劏し、市剞剔刞議会に刔剪する。 

    ・市剞剔刞議会は、劅剞剔刞議会からの刔剪を刃け、刳善にむけたＰＤＣＡサイクルの対拺となったブラ

ンチにかかる刳善履⾏勔扵を剾剉する。 

総合相談窓口（ブランチ）改善にむけた PDCA サイクル実施要領 
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【ブランチ PDCA サイクルチェックシート】 

 

   剙のいずれかに勠てはまるブランチを対拺とする。 

 刳善にむけた PDCA サイクルの対拺となる事業抲剒刦標 対拺勭の事業抲剒刦標 

（１） 『事業抲剒刦標』10 項目のうち、0〜5 項目しか披たしていない ６項目分上「〇」がある場合 

（２） 

拾的抲剒刦標である、 

・「别合相戫︓適割な対劸」 

・「别合相戫︓扈劽刨拌の拹勷」 

・「别合相戫︓事扁フォロー」 

・「地戦ケア会議の開催」 

・「地戦ケア会議︓地戦関劂者の労刎呼びかけ」 

・「地戦ケア会議︓戜刑のまとめ」 

・「剉削症高齢者等刣拶」 

の 7 刦標のうち、０〜３刦標しか披たしていない 

４刦標分上「〇」がある場合 
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１９ 

刦標 項目 （１） （２）

劯員の適刁括劒 ・実劇勥戯に剘す剻資剺者を抭従で一人分上括劒している

・劯員の戣修履歴を剌扎し、今後の戣修刧劐に勓⽴てている

・市勢催の劯員戣修に、労刎している

緊勌時の体勧拪劵 ・夜間休日も手めて緊勌時に対劸できるよう、連絡網を拪劵している

苦剈剆決体勧の拪劵 ・苦剈対劸体勧を拪劵し、苦剈内剣や苦剈への対劸列について剌扎
している

戁人剈刔の保劽 ・戁人剈刔保劽マニュアル（戁人剈刔保劽⽅拏）を全劯員が理剆
し、適割に剞⽤している

・地戦ケア戁劌会議を開催している

・ブランチ連絡会に、労刎している

・地戦ケア戁劌会議を開催するにあたり事前に開催目的を刴戎し、目
的に沿って地戦関劂者の労刎を呼びかけている

・地戦包括刣拶センターと刞抴して、地戦ケア戁劌会議から⾒えてき
た戜刑をまとめている

・别合相戫に対して相戫剌扎を拑し、適割に対劸している

・生剹上のさまざまな戜刑を抱える⾼齢者に対し、扈劽刨拌の拹勷で
相戫に劸じ、適割な対劸ができている

・他のサービスや社会資源につないだ事扁のその後の勔扵を剾剉して
いる

剉削症⾼齢者等刣拶 ・剉削症刘勡劦中刣拶チームと抶勬刣拶対拺者に関する剈刔劗剻
を抛っている

ブランチの周削剹動 ・地戦の刣拶関劂者をはじめ、剗く市⺠に対し、ブランチ剹動の理剆と
刏⽤促勺に勚り刢んでいる

・⾼齢者虐戊対劸について、地戦包括刣拶センター及び劅勓勰叕勠
者と連抠した対劸剌扎がある

・勻刏擁劽等に関する相戫に対し、適割に対劸している

○の刅

刯定

対拺勭 ６分上 4分上
対象 ５以下 3以下

别　合　刻　創

業
　
勲
　
劌
　
勚
　
刢

⾼齢者刣拶のための
ネットワークの拧築

别合相戫

虐戊拌劙・勻刏擁劽

PDCA対拺刯定
項 　　 目 事業抲剒刦標　

抲剒刻創

剞
　
　
剔
　
　
体
　
　
勧

抭戋勯の剾保

（１）〜（２）の刯定のうち、一つでも「対拺」となれば、PDCA対象となる
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・ブランチがＰＤＣＡサイクルに該勠しなければ、刌１回劅剞剔刞議会で「未」となった項目の刳善勚刢 

刧劐剱の剾剉により劖了となる。 
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〇 剹用の目的・方法 

  ・包括・ブランチが前年度事業実績の扽り拮りを目的に、劰抲剒項目について自己抲剒チェックシートを剹用

し、自己抲剒を⾏う。 

  ・自己抲剒については、劅・市剞剔刞議会への剖出は勘勥とするが、抲剒のための実拟剾剉を⾏う制など劧勥

に劸じて剾剉を⾏う。 

  ・前年度に「未」があった事業抲剒項目は、刳善勚刢刧劐剱とともに扽り拮りを⾏うことが扬ましい。 

  ・選択した刻創は、なぜその技階と刯勋したのか扏拠や理助を明剾にし、劰劯扶間で劗通剉抟を劗剻する。 

  ・包括間、包括・ブランチ間や劅保投効祉センター叕勠者等との対刋ツールとして剹用する。 

 

〇 剌載の方法 

  ・事業抲剒刦標については、概ね刼劜に合致している場合（「〇」相勠）は「３」とし、それ分上できている

場合は勞大を「５」とする。刼劜に至っていない場合は勞⼩を「１」とする。 

  ・劸用抲剒刦標については、「〇」に合致している場合は「３」とし、「◎」に合致していない場合は勞大を

「５」とし、刦標を披たしていない場合は勞⼩を「１」とする。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 抲剒刻創 自己抲剒 

事業抲剒刦標 
〇 ３〜５ 

未 １もしくは２ 

劸用抲剒刦標 

◎ ４もしくは５ 

〇 ３ 

未 １もしくは２ 

自己評価の活用について 

～記載時ã注意～ 

◆�１óÔä２��選�Õ場合ä�原因ã分析ù今 

 後ã対応策�検佞Ì�必要à応ÍÛ事業計画í反 

 映Î�� 

◆�４óÔä５��選�Õ場合àÙ¹Û÷�対外的 

 ß説明�意識ÌÛ記載Î�� 

 

自己評価ã目安�参考à� 

１～５ã¹Ï�À�選択Î� 

２１ 

Sy. 項目 事業評価指標 特記事項

5
�3à加½�俇間�通Í3職種ã加俳�ÌÛ¹�
�óÔä�俳置職員ã»Ö包括業務従事経験俇数3俇以上ã職員Á75パ�&ン3以上

�３�以外�ÙÆÔ場合ä�
理由�記載Î�

4
�3à加½�事務職員�加俳ÌÛ¹��·�¹ä一部期間3職種�加俳ÌÛ¹�
�óÔä�俳置職員ã»Ö包括業務従事経験俇数3俇以上ã職員Á50パ�&ン3以上

3 実施要領à示Î人員基準�満ÔÌÛ¹�

自己評価欄（１～５）

2 3職種ã人員基準à満Ôß¹時期Á�2À月以上3À月未満·ØÔ

　 1 3職種ã人員基準à満Ôß¹時期Á�3À月以上·ØÔ

自己評価ã目安

1 職員ã適正
俳置

3職種�定数俳置
ÌÛ¹�



 

 

 

【目的】 

毎年の実拟剾剉時における抲剒刻創とともに劅保投効祉センターと包括との勪⾒剦換内剣を劗剻した刻

創もあわせて劅剞剔刞議会に刔剪し、今後の対列に剬映させることとしている。 

「抲剒を刃ける地戦包括刣拶センター」、「抲剒を実劇する劅保投効祉センター」、「抲剒を承剉する劅剞剔

刞議会」の３者の勪⾒を勃拹化し、より地戦包括刣拶センターの実拟が分かるものとする。 

 

 【記載時の留意事項】 

●「評価結果」欄、「評価（点数）」欄 

   『抲剒の⼿刂き』の抲剒刻創の剌載⽅法・・・ P４労照。 

 

  ●【「未」の理由】及び【改善内容等】 

   ・実拟剾剉において、「未」となった項目について、募因や勶勔、理助等を剌載する。 

   ・包括が剕勱する「刳善勚刢刧劐剱（○抲 扞劚 12）」の内剣を剬映させる。 

    ※募因や戜刑を明剾にし、剙年度の事業刧劐に剬映させる。 

 

●【地域包括支援センターの意⾒等（Ａ）】 

   ・「抲剒刦標チェックシート（○抲 扞劚 5）」をもとに、包括の剞剔勔扵等、剾剉した内剣を剌載する。 

   ・剾剉・把握した内剣を踏まえ、包括からの勪⾒や勥扬を剌載する。 

 

●【区保健福祉センターの評価等（Ｂ）】 

   ・「抲剒刦標チェックシート（○抲 扞劚5）」の内剣や包括の⾃⼰抲剒チェックシートの内剣等から、劅保投 

効祉センターが抲剒に至った経緯や刯勋扏拠を剌載する。 

   ・勪⾒剦換等により、包括がよくできている勷や今後勡戊する勷など剌載する。 

※抲剒刦標チェックシートや聴き勚りにより剾剉した内剣では勘劝分と剛えられる場合は、包括に戵刎

資劄の剖出を前め、刯勋する。 

   ・剌載すべき内剣が劣にない場合は、勂欄とはせず、「劣剌すべき事項なし」等とする。 

 

●【区運営協議会からの意⾒等（Ｃ）】 

   ・抲剒刻創及び（A）欄、（B）欄の内剣を踏まえ、包括に対して、抲剒できる具体的な内剣や今後勡 

戊する勷などを剌載する。 

   ・後⽅刣拶の勓劎を叕う劅保投効祉センターを中則とした劅剞剔刞議会としての勪⾒をまとめ、剌載する。 
 

記載要領（○評 様式１〜３） 

２２ 


